
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。会

員
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も

か
か
わ
ら
ず
お
元
気
に
て
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
観
戦
は
叶

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
に
て
世

界
中
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
溢
れ

ん
ば
か
り
の
パ
ワ
ー
と
活
躍
を
見
て
、

い
っ
ぱ
い
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
あ
の
努

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様

に
は
、
つ
つ
が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
に
引
き
続
き
昨
年
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振

る
い
、
長
期
間
に
わ
た
る
国
の
緊
急
事

態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
、

都
の
リ
バ
ウ
ン
ド
防
止
措
置
に
よ
り
行

動
範
囲
・
内
容
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も

��

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会    

会
長
会
長
　　
阿
部
　
勲

阿
部
　
勲

「
会
員
増
強
」に
一
致
団
結
を

「
会
員
増
強
」に
一
致
団
結
を

��
板
橋
区
長
　

板
橋
区
長
　
坂
本
　
健

坂
本
　
健

新
し
い
形
で
の
社
会
参
加
を

新
し
い
形
で
の
社
会
参
加
を

力
と
粘
り
に
胸
を
熱
く
し
、
私
た
ち
も

負
け
て
は
な
ら
な
い
と
、
気
持
ち
を
新

た
に
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
幕
開
け
は
、
昨
年
の
４
月

25
日
か
ら
５
月
11
日
ま
で
３
度
目
の

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
出
さ
れ
、前
年
度

に
引
き
続
き
「
書
面
総
会
」
で
ス
タ
ー

ト
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
年
度

初
め
の
理
事
会
で
、
板
老
連
の
行
事
は

な
る
べ
く
「
中
止
」
で
は
な
く
、「
延

期
」
に
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
減
少
が
見
え

た
ら
実
行
に
移
し
て
い
こ
う
と
提
案
し

多
く
、
皆
さ
ま
の
生
活
に
も
多
大
な
影

響
が
あ
っ
た
と
推
し
測
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
た
際
の
重
症
化
率
が

高
い
と
さ
れ
る
高
齢
者
を
対
象
に
し
て

い
る
こ
と
を
配
慮
し
、
多
く
の
連
合
会

や
各
単
位
ク
ラ
ブ
の
行
事
を
自
粛
す
る

英
断
を
下
し
て
い
た
だ
い
た
と
聞
き
及

ん
で
お
り
ま
す
。
区
民
の
「
い
の
ち
と

健
康
と
暮
ら
し
」
を
守
り
、
未
来
に
向

か
っ
て
持
続
的
に
発
展
す
る
区
政
運
営

ま
し
た
。

そ
の
予
想
は
見
事
に
的
中
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
、
昨
年
の
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
、
コ
ロ
ナ
の
大
幅

な
減
少
が
見
え
ま
し
た
の
で
、
芸
能
大

会
を
は
じ
め
作
品
展
等
８
行
事
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
、
会
員
の
皆
様
と
と

も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
の
板
老
連
の
重
点
目

標
に
、〝
会
員
増
強
〟
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
各
支
部
、
単
位
ク
ラ
ブ
で
も
真

剣
な
取
り
組
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
〝
会

員
増
強
〟
の
裏
に
は
単
位
ク
ラ
ブ
の
存

亡
に
関
わ
る
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
こ
こ
数
年
残
念
な
が
ら

年
に
２
〜
３
の
ク
ラ
ブ
が
板
老
連
か
ら

退
会
し
て
い
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
ほ

に
取
り
組
ん
で
い
る
板
橋
区
と
し
て
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
で
、
感
染
拡
大
が
落
ち
着
い
て

き
た
昨
年
の
秋
以
降
、
感
染
防
止
策
を

講
じ
な
が
ら
、
作
品
展
や
芸
能
大
会
な

ど
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
に

よ
る
フ
レ
イ
ル
進
行
は
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
味
の

活
動
や
外
出
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
板
橋
区
は
「
シ
ニ
ア
世
代
活

動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
は
じ
め
、

と
ん
ど
が
ク
ラ
ブ
会
員
の
高
齢
化
と
、

そ
れ
に
伴
う
リ
ー
ダ
ー
不
足
が
原
因
な

の
で
す
。
先
人
の
方
々
が
ご
苦
労
し
て

お
作
り
に
な
っ
た
ご
自
分
の
ク
ラ
ブ
が

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、〝
会
員
が
一

致
団
結
〟
し
、
ク
ラ
ブ
を
守
る
た
め
に

〝
１
人
１
名
会
員
増
強
運
動
〟に
努
力
し

て
ほ
し
い
の
で
す
。

板
老
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域

全
体
を
支
え
る
大
き
な
組
織
で
あ
る
板

橋
区
町
会
連
合
会
に
お
願
い
し
、
ご
協

力
を
仰
ぎ
た
い
旨
を
お
伝
え
し
、
近
々

お
会
い
す
る
予
定
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
１
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

元
気
高
齢
者
向
け
の
様
々
な
事
業
を
通

し
て
、
シ
ニ
ア
世
代
の
主
体
的
な
健
康

維
持
・
増
進
と
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ

な
が
る
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
自
宅
で
も
で
き
る
フ
レ
イ

ル
予
防
や
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
維

持
す
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
見
え
て
き
た
新
し
い
形

で
の
社
会
参
加
に
注
目
し
、
事
業
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
並
び
に
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
益
々
の
ご

発
展
と
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

板 老 連
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第
35
回
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

念
願
の
開
催
に
て
栄
誉
あ
る
表
彰

12
月
９
日
（
木
）、新
宿
区
立
新
宿
文
化

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
東
京
都
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
回
は

中
止
と
な
っ
た
本
大
会
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
を
十
分
に
講
じ
て
の
開
催

で
す
。
当
日
は
、
あ
い
さ
つ
と
祝
辞
の
後

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
各
部
門
の
代
表
者
の

方
が
壇
上
に
上
が
り
表
彰
状
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
最
後
に
大
会
宣
言
が
あ
り
、
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
関
係
の
表

彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

活
動
賞

第
12
支
部　

高
一
寿
会

�

（
代
表　

宇
於
崎
利
男
）

◆
東
京
都
知
事
表
彰

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

第
５
支
部　

向
原
団
地
緑
寿
会

�
（
代
表　

金
原
マ
ツ
エ
）

一
般
表
彰

第
８
支
部　

坂
下
一
丁
目
長
寿
会

�

（
代
表　

菅　
　

道
春
）

◆
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
団
体
表
彰
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

第
９
支
部　

蓮
根
東
寿
会

�

（
代
表　

水
島　
　

博
）

第
９
支
部　

蓮
根
五
月
会

�

（
代
表　

後
藤　
　

博
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
増
強
賞

第
５
支
部　

北
寿
ク
ラ
ブ

�

（
代
表　

奥
永　

和
満
）

第
５
支
部　

東
山
光
寿
会

�

（
代
表　

加
藤　

邦
彦
）

活
動
賞
「
仲
間
づ
く
り
部
門
」

第
６
支
部　

�

長
寿
友
の
会

�

（
代
表　

泉
田　

隆
夫
）

◆
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

（
個
人
表
彰
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

第
１
支
部　

勝
島
美
智
子

�

（
板
三
三
桜
会
前
会
長
）

第
１
支
部　

大
木　
　

敏

�

（
仲
宿
東
寿
会
副
会
長
）

第
２
支
部　

中
野　

英
子

�

（
中
丸
寿
会
前
会
長
）

第
２
支
部　

福
代　

孝
雄

�

（
中
丸
中
町
白
寿
会
会
長
）

第
５
支
部　

渡
辺　
　

修

�

（
北
寿
ク
ラ
ブ
相
談
役
）

第
５
支
部　

西
巻　

三
雄

�

（
北
寿
ク
ラ
ブ
相
談
役
）

第
５
支
部　

清
水　

寿
子

�

（
東
新
ク
ラ
ブ
前
副
会
長
）

第
６
支
部　

小
島　

俊
明

�
（
長
寿
友
の
会
前
会
長
・
監
事
）

第
８
支
部　

藤
原　

賢
三

�

（
坂
下
一
丁
目
長
寿
会
相
談
役
）

会場の様子会場の様子

参加されたみなさんで記念にパチリ参加されたみなさんで記念にパチリ

第
９
支
部　

永　
　

浩
吉

�

（
蓮
根
五
月
会
カ
ラ
オ
ケ
部
長
）

第
10
支
部　

大
塚　

恒
夫

�

（
S
U
N
ク
ラ
ブ
前
会
長
・
監
事
）

第
11
支
部　

本
部　

六
朗

�

（
ゆ
り
の
木
会
顧
問
）

第
12
支
部　

矢
尾
板　

正

�

（
し
ら
さ
ぎ
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
績
者

第
12
支
部　

早
坂　

憩
子

�

（
板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
前
副
会
長
）
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受
賞
者
の
声

全
老
連
「
活
動
賞
」

受
賞
の
喜
び

自
分
に
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯

人
生
長
生
き
す
る
も
の
だ
。

こ
の
度
、
図
ら
ず
も
全
老
連
よ
り
「
活

動
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
一
寿
会
は
今
年
創
立
42
年
目
を
迎

え
、
会
員
数
は
現
在
２
２
０
名
と
大
所
帯

で
す
。
私
が
会
長
に
就
任
し
た
の
が
平
成

15
年
、い
つ
の
間
に
か
卒
寿
を
迎
え
ま
す
。

近
年
は
核
家
族
化
が
進
み
近
所
と
の
交

流
が
少
な
く
な
り
、
人
間
関
係
が
希
薄
が

ち
と
な
っ
て
お
り
、
会
員
同
士
の
支
え
合

い
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
初
が
肝

心
で
、
単
純
で
す
が
、

一
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
か
ら

一
、
人
の
悪
口
は
言
わ
な
い

一
、
こ
こ
だ
け
の
話
を
し
な
い

一
、
お
し
ゃ
れ
を
忘
れ
な
い

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

一
、
怒
ら
な
い

一
、
我
慢
す
る

一
、
話
を
良
く
聞
く

を
信
条
と
し
て
き
ま
し
た
。

我
が
高
一
寿
会
の
現
在
の
活
動
内
容

は
、
①
理
事
会
を
月
に
１
回
、
総
会
、
新

年
の
集
い
、
敬
老
の
日
の
集
い
、
②
カ
ラ

全
老
連
特
別
表
彰
を
受

賞
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
度
は
大
変

喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
光
栄
の
こ
と

と
同
時
に
戸
惑
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
我
が
長
寿
友
の
会
が
繁
栄
し
て
、
多

く
の
方
が
参
加
し
て
皆
様
の
参
考
に
な
れ

る
よ
う
な
老
人
ク
ラ
ブ
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
我
が
長
寿
友
の
会
に
お
い
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
ク

ラ
ブ
を
設
け
て
、
１
ク
ラ
ブ
あ
た
り
少
な

第
12
支
部　

高
一
寿
会

�
宇
於
崎
利
男

第
６
支
部　

長
寿
友
の
会

�

泉
田
　
隆
夫

オ
ケ
ク
ラ
ブ
月

２
回
、
書
道
月

２
回
、
体
操
ク

ラ
ブ
月
２
回
、

麻
雀
ク
ラ
ブ
月

４
回
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ

週
２
回
、
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
年
２

回
、
吹
き
矢
ク

ラ
ブ
月
２
回
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
月
１
回
、
③

友
愛
活
動
清
掃
活
動
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

の
実
施
、
④
サ
ロ
ン
会
月
１
回
、
町
会
と

連
携
、
な
ど
で
す
。

組
織
体
制
や
取
組
内
容
と
し
て
は
、
①

全
体
を
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
、会
長
、副

会
長
５
名
、会
計
２
名
、理
事
30
名
、情
報

収
集
、
支
援
活
動
を
行
う
、
②
各
ク
ラ
ブ

活
動
は
、
部
長
、
会
計
を
配
置
し
参
加
意

識
高
揚
の
た
め
参
加
費
を
集
金
、
③
会
報

を
月
１
回
発
行
し
２
０
６
号
に
達
す
る
、

④
誕
生
日
お
祝
い
と
し
て
５
０
０
円
を
配

る
、
④
年
間
の
参
加
の
べ
人
員
７
０
０
０

人
を
超
え
ま
す
。

活
動
成
果
と
し
て
は
、
①
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
じ
て
常
時
会
員
増
強
に
努
め
る
、
②

世
代
交
流
を
通
じ
て
地
元
小
学
校
、
中
学

校
、保
育
園
と
の
交
流
が
あ
る
、③
町
会
と

の
連
携
を
重
視
し
町
会
行
事
に
積
極
的
に

参
加
協
力
し
て
い
る
な
ど
で
す
。
他
に
は
、

毎
月
積
み
立
て
を
し
て
、
毎
年
１
回
、
２
泊

３
日
の
旅
行
を
10
年
来
行
っ
て
い
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
何
か
得
意
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ク
ラ
ブ
担
当
部
長
に
は
重
複

は
さ
せ
ず
各
自
何
か
生
き
が
い
を
持
っ
て

活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

人
生
７
掛
け
と
申
し
ま
す
。
生
き
抜
く

道
に
点
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
抜
く
こ
と

が
人
生
い
つ
ま
で
も
健
康
で
今
し
ば
ら
く

世
の
た
め
人
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
、
痴
呆
予
防
に
毎
朝
読
経
、
５
分

程
度
の
体
操
、
毎
日
３
０
０
０
歩
を
目
標

に
散
歩
、
毎
日
就
寝
前
に
日
記
を
つ
け
て

い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
関
係
各
位
な
ら
び
に

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

90 歳トリオ（筆者　１番左）90歳トリオ（筆者　１番左）

い
人
数
で
も
皆
様
が
喜
ん
で
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
で
い
ろ
い
ろ
と
好
み
が
あ

り
、
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
わ
ず
か
な
人
数
で
も
活

動
ク
ラ
ブ
を
設
け
る
こ
と
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
。
私
が
お
役
を
引
き
受
け
た
時
は

３
種
類
く
ら
い
し
か
活
動
ク
ラ
ブ
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
８
種
類

と
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
か

他
町
会
か
ら
も
会
員
に
入
り
た
い
と
来
る

の
で
す
。

ま
た
、
飛
び
入
り
や
合
同
で
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
、
１
番
心
配
が
あ
る
の
は
、
活
動

ク
ラ
ブ
の
責
任
者
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

ど
こ
の
老
人
会
も
問
題
な
よ
う
で
お
役
を

や
っ
て
い
た
だ
け
る
人
が
少
な
い
の
で

す
。
人
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
が
自
分

自
身
の
長
寿
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す

が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
わ
か
っ
て
も
ら
え

な
い
の
が
歯
痒
く
、先
々
の
心
配
事
で
す
。

自
分
が
働
け
る
間
は
誠
意
い
っ
ぱ
い
に
頑

張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
ん
な
中
わ
か
っ
て
も
ら
え
る

人
材
も
い
る
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
受
賞
を
一
つ
の
糧
に
し
て
自

分
が
活
動
で
き
る
う
ち
は
精
一
杯
努
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
、
受
賞
で
き

た
の
も
我
が
長
寿
友
の
会
の
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
皆
様
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

板橋区老人クラブ連合会 第187 号3



板
老
連
本
部
事
業
報
告

板
老
連
が
主
催
す
る
対
外
行
事

で
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
も
っ
と
も
影

響
を
受
け
た
の
は
、
会
場
が
使
用

で
き
な
か
っ
た
「
寿
大
学
」
で
す
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
出

展
が
あ
り
ま
し
た
。

作
品
を
見
た
数
名
の
方
が
、
今

年
の
作
品
は
十
分
鑑
賞
に
値
す
る

作
品
で
あ
る
旨
の
感
想
を
述
べ
ら

会長さん役員方の熱心な声かけで、初めて作品を出展させていただ
きました。当日は送迎バスで会場へ。久しぶりの外出。天候にも恵ま
れ、バスの中で知人にも逢えた嬉しさで、あっという間に着きました。

検温と消毒を行い、マスクをして会場に入ると、たくさんの作品
が目に入りました。私が所属している東山光寿会は 17 点、写真、書
道、俳句、手芸、工芸に出品し、たくさんの賞をいただき、皆で子ど
ものように大喜びしました。また、それ以上に一つひとつ展示されて
いる作品からは、その方の思いや生き方が伝わり、胸が熱くなり、感
動で心がふるえました。

私は、子どもが手に持って遊べるように、アンパンマンに出てくる
キャラクターたちの人形を作ったのが始まりで、今日まで数えきれな
いくらい作り続けています。その孫も高校生、「アンパンマンさよう
なら」で、今は応接室のテレビの脇に移動し、夫婦で眺めて癒やさ
れています。最近ひ孫が生まれ、また出番が来ました。

私も年を重ね、「年ですね」の言葉にすぐ反応し、落ち込んでしま
います。心が癒やされると人は優しい気持ちになりますが、精神的

な元気は、名医の薬より勝る良薬
だと思います。今、コロナ禍を乗
り越えた先にどんな世界が広が
るか、しっかり自分の目で確かめ
たいと希望をいただいた１日でし
た。

� （東山光寿会　蚊口　芳子）

力作がずらり力作がずらり

華やかな作品の数々華やかな作品の数々念願の開催で満員御礼念願の開催で満員御礼

力作の数々に1000人超え来場力作の数々に1000人超え来場

希望をくれた作品展希望をくれた作品展

第55回作品展

れ
ま
し
た
。
来
年
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
た
な
動
き
が
あ
り
、

阿
部
会
長
が
独
自
の
観
点
か
ら
、

新
た
に
『
努
力
賞
』
を
追
加
・
設

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
中
の

16
日
板
橋
区
議
会
坂
本
議
長
が
、

お
忙
し
い
中
作
品
展
の
会
場
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
翌
17
日
に
は
、
朝

早
く
か
ら
坂
本
区
長
が
来
場
さ

れ
、
多
く
の
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
作
品
展
は
11
月
15
日

（
月
）
か
ら
19
日
（
金
）
ま
で
開

催
さ
れ
、
こ
の
間
の
参
加
者
数
は

１
０
９
３
人
で
し
た
。

�

（
教
養
部　

清
水
）

参加者の感想

会の仲間と記念に１枚会の仲間と記念に１枚
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秋
晴
れ
の
清
々
し
い
朝
、
参
加
者
全
員

元
気
に
再
会
が
で
き
、
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

11
月
７
日
（
水
）
小
豆
沢
体
育
館
室
内
競

技
場
に
お
い
て
、第
34
回
板
老
連
輪
投
げ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
禍
」の
影
響
で
再

三
の
延
期
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
体
調
不
良
を
感
じ

て
い
る
日
常
生
活
で
し
た
が
、
皆
様
の
応

援
を
い
た
だ
き
開
催
で
き
た
こ
と
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
チ
ー
ム
34
組
１
７
０
名
、
参
加
者

は
ス
タ
ッ
フ
含
め
総
勢
１
８
５
名
で
、
９

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
気
迫

と
真
剣
さ
が
室
内
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

日
頃
の
調
子
が
出
せ
な
く
悔
し
が
っ
て

い
る
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
大
会

で
は
女
性
の
頑
張
り
が
目
立
ち
ま
し
た
。

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
の
谷
口
悦
子
様
、
団

体
賞
・
個
人
賞
と
受
賞
三
冠
王
で
す
ね
。お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
結
果
は
表
の
と

お
り
で
す
。
上
位
６
チ
ー
ム
は
次
年
度
城

西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出
場
、
優
勝
・
準
優
勝

は
東
老
連
大
会
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
体
育
部　

松
田
）

設
立
２
年
半
ほ
ど
の
立
川
協
和
敬
老
会

で
は
役
員
の
上
下
関
係
の
意
識
を
改
革

し
、
会
長
、
副
会
長
の
名
称
を
使
わ
ず
、

責
任
感
を
共
有
、
前
向
き
に
役
務
を
担
っ

て
い
る
。
会
の
運
営
で
は
皆
に
「
ヤ
リ
タ

イ
」
を
実
現
す
べ
く
工
夫
し
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
で
大
事
な
こ
と
は
、本

人
自
ら
が
楽
し
く
行
う
サ
ー
ク
ル
活
動
、身

近
な
地
域
で
見
守
り
、支
え
合
う
活
動
。
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
は
健
康
長
寿
の
秘
訣
で
す
。

全
老
連
会
長
会
で
の
講
演
よ
り
抜
粋
し

ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
提
言
等

①
地
域
活
動
は
介
護
予
防
に
連
な
り
、

成
果
を
発
揮
し

成
果
を
発
揮
し

三
冠
王
誕
生

三
冠
王
誕
生

新
任
会
長
研
修
会
に

新
任
会
長
研
修
会
に

参
加
し
て

参
加
し
て

第
34
回
輪
投
げ
大
会

新
任
会
長
研
修
会

渾身の一投渾身の一投

友
愛
活
動
も
電
話
利
用
で
気
軽
に
声
か
け

で
き
る
、
②
町
会
自
治
会
等
と
協
力
関
係

が
大
事
、
③
地
域
に
居
場
所
づ
く
り
（
サ

ロ
ン
、
カ
フ
ェ
等
）、
④
「
在
宅
で
死
ぬ
文

化
を
造
る
」
こ
れ
は
老
人
ク
ラ
ブ
し
か
で

き
ま
せ
ん
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

究
極
の
目
標
）
と
の
こ
と
。

森
村
誠
一
著
の
「
老
い
る
意
味
」

未
来
に
目
を
向
け
れ
ば
今
の
自
分
が

「
１
番
若
い
」。
過
去
に
目
を
向
け
れ
ば
今

の
自
分
が
「
１
番
老
い
て
い
る
」。

年
齢
に
関
係
な
い
。日
々
を
楽
し
む
。今

日
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
大
事
。

だ
れ
か
の
世
話
に
な
る
よ
り
、
だ
れ
か
の

世
話
を
す
る
こ
と
、
責
任
感
や
生
き
が
い

を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
。

（
自
身
の
肝
に
命
じ
て
）

第
４
支
部　

前
野
寿
ク
ラ
ブ

�

小
森
　
　
剛

第
一
支
部　

板
三
三
桜
会

�

渡
辺
　
裕
子

今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
の
事

例
発
表
「
老
人
ク
ラ
ブ
運
営
に
つ
い
て
」
の

お
話
は
、
新
し
く
設
立
さ
れ
た
頃
か
ら
の

も
の
で
し
た
。
自
治
会
、
町
会
民
生
委
員

の
方
を
巻
き
込
み
な
が
ら
声
か
け
を
し
て
、

設
立
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
地
域
で

も
、連
携
し
て
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、ク
ラ
ブ
に
楽
し
い
こ
と
が
な
い
と
な

か
な
か
参
加
し
ず
ら
い
の
で
、会
員
の
方
の

好
き
な
こ
と
を
知
り
、グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り

活
動
す
る
中
で
、地
域
の
こ
と
が
わ
か
っ
た

り
会
員
で
な
い
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
皆

で
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
増
え
、
孤
立
し

や
す
い
現
状
の
中
、
心
身
と
も
に
健
康
長

寿
を
め
ざ
し
、
課
題
は
多
い
で
す
が
、
ク

ラ
ブ
が
交
流
で
き
る
大
切
な
場
所
、
安
心

で
き
る
場
所
と
し
て
存
在
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

団 体 賞
順　位 クラブ名 合計
優　勝 清和クラブ A 647点

準優勝 赤塚百寿会 A 606点

３　位 新町熟年会 525点

個 人 賞
順　位 氏名（クラブ名） 合計
優　勝 谷口　悦子（清和クラブ A） 152点

準優勝 堀江　高治（志村栄光クラブ） 145点

第３位 桑島富美子（蓮根南やすらぎ会）144点

パーフェクト賞
コート クラブ名 点数
４コート 谷口　悦子（清和クラブ A） 56点
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12
月
２
日
（
木
）、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
雲
ひ

と
つ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
日
和
で
約
２
５
０
名

が
小
豆
沢
野
球
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
方
や
、
参
加

い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
体
育
部　

松
田
）

11
月
24
日
、
26
日
に
秋
の
日
帰
り
旅
行

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。旅
程
は
真
田
の
里
、

沼
田
市
街
の
紅
葉
散
策
、
花
の
寺
・
吉
祥

寺
参
拝
、
原
田
農
園
で
の
リ
ン
ゴ
狩
り
で

す
。
24
日
が
1
5
0
名
、26
日
が
1
3
5

名
の
団
体
旅
行
で
し
た
。

２
日
に
分
け
て
実
施
し
た
理
由
は
新
型

コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
の
た
め
で
す
。
両
日
と

も
バ
ス
４
台
で
の
観
光
で
す
が
、
当
地
で

の
混
雑
を
避
け
る
た
め
2
台
ず
つ
の
調
整

行
動
で
よ
り
そ
の
効
果
を
考
慮
し
ま
し

た
。
当
然
車
内
は
マ
ス
ク
着
用
で
す
。

秋
晴
れ
の
も
と
開
催

秋
晴
れ
の
も
と
開
催

澄
ん
だ
空
の
も
と

澄
ん
だ
空
の
も
と

久
々
の
観
光

久
々
の
観
光

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

秋
の
日
帰
り
旅
行

大きく手を広げ準備運動大きく手を広げ準備運動

原田農園リンゴ狩り原田農園リンゴ狩り

沼田城址公園沼田城址公園

両
日
と
も
素
晴
ら
し
い
晴
天
で
富
士

山
、
榛
名
山
、
妙
義
山
の
お
山
が
素
晴
ら

し
い
光
景
で
し
た
。
紅
葉
は
少
々
時
期
が

ず
れ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
が
素
晴
ら
し
く

澄
ん
だ
空
気
、
い
ま
だ
残
る
紅
葉
、
素
晴

ら
し
く
甘
い
幻
の
リ
ン
ゴ「
ぐ
ん
ま
名
月
」

の
リ
ン
ゴ
狩
り
、
久
々
の
観
光
を
皆
さ
ん

十
二
分
に
き
れ
い
な
空
気
と
と
も
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。
両
日
と
も

皆
さ
ん
無
事
に
ご
帰
宅
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
文
化
部　

金
子
）

団 体 賞
順　位 クラブ名 合計

優　勝 南一長寿クラブ A 213点

準優勝 清和クラブ A 225点

３　位 第二高島平寿会 235点

４　位 清和クラブB 239点

５　位 朝日クラブ A 240点

６　位 志村栄光クラブ A 245点

７　位 清水町清寿会 A 249点

８　位 長後長寿会 A 251点

ホールインワン賞
コース（30m） 氏名（クラブ名）

青コース1番ホール 山形　節子（中板橋高砂会B）

黄コース1番ホール
武井　寿子（高島平二丁目すこやかクラブ）

成井みどり（加賀みどりの会）

赤コース1番ホール 田中　正己（朝日クラブ A）

個 人 賞
順　位 氏名（クラブ名） １回戦 ２回戦 合計

優　勝 林　　義則（南一長寿クラブ A） 11 16 27

準優勝 藤越　秀明（朝日クラブ A） 17 15 32

第３位 田口　幸一（南一長寿クラブ A） 17 15 32
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支
部
紹
介

10
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
、
土

田
支
部
長
の
肝
い
り
で
、
旧
第
四
中
学
校

の
広
い
校
庭
で
待
望
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
練
習
大
会
が
実
現
で
き
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
６
ク
ラ
ブ
53
名
が
集

結
。中
に
は
ク
ラ
ブ
を
初
め
て
持
つ
人
、そ

こ
そ
こ
で
き
る
人
、
上
手
な
人
と
、
様
々

な
レ
ベ
ル
の
集
団
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
組

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
し
て
い
た
恒
例

12
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

朝
は
今
年
一
番
の
冷
え
込
み
と
な
っ
た
10

月
18
日
（
月
）、秋
晴
れ
の
好
天
気
に
恵
ま

れ
て
旧
高
島
平
多
目
的
運
動
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
集
合
７
ク
ラ
ブ
か
ら
の
参
加

者
70
名
の
多
く
を
数
え
会
員
同
士「
元
気
」

「
久
し
振
り
」
と
再
会
を
喜
び
な
が
ら
、ま

ず
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ゲ
ー
ム
開

始
。
人
工
芝
で
ボ
ー
ル
の
扱
い
が
案
外
難

し
く
「
残
念
」「
入
っ
た
」
と
各
々
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
な
が
ら
の
試
合
運
び
。
優
勝
は

エ
イ
ト
熟
年
会
の
萩
原
健
さ
ん
で
し
た
。

お
昼
頃
ま
で
最
高
齢
93
歳
の
方
を
含
め

皆
さ
ん
大
変
元
気
な
活
躍
で
し
た
。

�

（
第
12
支
部　

宇
於
崎
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

練
習
大
会

12
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

�

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

み
合
わ
せ
は
同

ク
ラ
ブ
の
人
同

士
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。

土
田
支
部
長

の
開
会
の
こ
と

ば
、
阿
部
会
長

の
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
阿
部
会

長
の
先
導
で
準

備
運
動
、
そ
し

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
上
達
の
コ
ツ
４

カ
条
。

①
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
向
け
て
ク
ラ
ブ
の
打

つ
面
を
直
角
に
す
る
。

②
ポ
ス
ト
が
遠
い
と
、
方
向
が
大
事
。
力

の
加
減
を
考
慮
。

③
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
近
い
と
き
は
ク
ラ
ブ

を
短
く
持
つ
。

④
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
が
遠
い
と
き
は
ハ
ー
フ

の
位
置
に
目
印
を
見
つ
け
、
そ
こ
を
め

が
け
て
打
つ
。

こ
れ
ら
を
教
え
ら
れ
、い
よ
い
よ
紅
組
、

白
組
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
。
ほ
ぼ
２
時
間

で
終
え
、
爽
や
か
な
軽
い
疲
労
感
を
覚
え

て
解
散
と
な
っ
た
。

�
（
第
４
支
部　

渡
邉
）

第
４
支
部

第
12
支
部

上達のコツを説明上達のコツを説明

仲間のプレーを見学仲間のプレーを見学

お揃いのゼッケンで参加お揃いのゼッケンで参加

コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
中
止
・
延

期
と
な
っ
て
い

た
健
康
講
座

は
、
会
場
と
講

師
の
調
整
が
つ

き
ま
し
た
の

で
、
12
月
１
日

（
水
）、
区
立
文

化
会
館
に
お
い

て
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
腎
臓

内
科
部
長
・
武
井
卓
先
生
を
招
き
、
阿
部

会
長
以
下
１
４
７
名
の
参
加
を
得
て
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
腎
臓
病
を
よ
り
知
ろ
う
」
と
、資
料
に

基
づ
い
て
、
①
腎
臓
は
何
を
し
て
い
る
の

②
ど
ん
な
病
気
が
あ
る
の
か
③
も
し
腎
臓

が
働
か
な
く
な
っ
た
ら
④
高
齢
者
に
多
い

慢
性
腎
臓
病
の
原
因
⑤
病
気
が
進
行
す
る

と
ど
う
な
り
ま
す
か
、
と
い
う
内
容
の
話

で
、
腎
臓
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
自
分

で
で
き
る
食
事
療
法
を
し
て
塩
分
を
摂
り

す
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
な
ど
、
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
は
、
久
方
ぶ
り
の
講
座
に
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

�

（
厚
生
盛
年
部　

小
菅
）

医
師
が
語
る

医
師
が
語
る

「
腎
臓
」
を
聴
講

「
腎
臓
」
を
聴
講

健
康
講
座

真剣に受講する皆さん真剣に受講する皆さん
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２
つ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ヨ
ガ
で
健
康
を

単
位
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

11
月
６
日
（
土
）、し
の
が

や
と
公
園
に
お
い
て
板
労
連

輪
投
げ
大
会
に
向
け
て
の
練

習
中
、
ク
ラ
ブ
員
の
須
田
博

子
さ
ん
が
、
９
本
の
リ
ン
グ

を
１
か
ら
９
の
ピ
ン
各
々
に

投
げ
入
れ
る
ク
ラ
ブ
初
の
ミ
ラ
ク
ル
パ
ー

フ
ェ
ク
ト
を
達
成
し
ま
し
た
。
喜
び
と
感

コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
た
め
、
室
内
で

の
各
サ
ー
ク
ル
活
動
は
休
止
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
屋
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
毎
週
休
み
な
く
続
い
て
お
り
ま
す
。

一
つ
目
は
「
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
と
つ
ぶ

し
作
業
」
で
す
。
毎
週
金
曜
日
に
ゆ
り
の

木
団
地
の
缶
回
収
箱
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
袋
で

集
め
て
き
て
、
缶
つ
ぶ
し
機
２
台
で
つ
ぶ

し
、
同
時
に
６
〜
７
名
の
会
員
が
１
個
ず

つ
足
で
踏
み
つ
ぶ
し
て
い
き
ま
す
。

例
年
、
お
誕
生
会
、
日
帰
り
旅
行
、
輪

投
げ
大
会
、
映
画
観
賞
会
等
、
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
る
今
は
思
う
よ
う
に
活
動
が

で
き
な
い
で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
会
員

の
健
康
の
た
め
に
と
、
７
軒
家
集
会
所
で

10
年
前
に
始
め
た
ヨ
ガ
教
室
だ
け
は
開
催

を
続
け
て
い
ま
す
。

毎
回
部
屋
の
窓
を
開
け
て
換
気
を
し
、

検
温
・
マ
ス
ク
着
用
で
感
染
対
策
を
し
ま

す
。
毎
月
３
回
、
15
名
前
後
の
人
が
参
加

し
、
呼
吸
法
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
１

時
間
半
ほ
ど
身
体
を
動
か
し
ま
す
。
座
っ

た
ま
ま
の
運
動
で
す
が
、
膝
の
痛
い
人
は

脚
を
伸
ば
す
な
ど
各
自
無
理
の
な
い
体
勢

で
行
い
ま
す
。

「
他
の
人
の
型
は
気
に
し
な
い
」「
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
」
そ
し
て
「
無
理
は
し

な
い
」
自
分
の
身
体
を
喜
ば
せ
て
あ
げ
る

の
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。脚
が
軽
く
な
っ
た
、

身
体
が
す
っ
き
り
し
た
、
な
ど
喜
ば
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
上
坂
橋
喜
楽
会　

田
中
） 初パーフェクトでにっこり

身体伸ばしリラックス

赤
塚
百
寿
会

第
11
支
部

ゆ
り
の
木
会

第
11
支
部

上
坂
橋
喜
楽
会

第
６
支
部

毎
月
１
回
ま
と
め
て
60
袋
く
ら
い
を
引

き
渡
し
て
、
板
橋
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
課
に

「
回
収
実
績
報
告
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
道
路
清
掃
活
動
で
す
。
毎

週
日
曜
日
早
朝
に
ゆ
り
の
木
団
地
北
側
の

道
路
の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
８

〜
10
名
の
会
員
が
集
ま
っ
て
、
道
路
側
構

に
た
ま
っ
た
落
ち
葉
や
ゴ
ミ
を
掃
き
集
め

て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
、
ゴ
ミ
集
積
所

へ
運
び
込
み
ま
す
。
ど
ち
ら
の
作
業
も

「
運
動
に
な
っ
て
い
い
」
と
毎
週
参
加
し
、

終
了
後
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

�

（
ゆ
り
の
木
会　

藤
田
）

知
見
深
ま
る
東
老
大
学

今
年
度
の
東
老
連
健
康
づ
く
り
大
学
校

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
第
１
回
と

第
２
回
の
途
中
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
10
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
が
、
年
内

に
終
え
る
予
定
が
令
和
４
年
ま
で
延
び
る

見
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

講
座
の
内
容
は
、「
東
京
都
の
高
齢
者

の
現
状
」「
老
人
ク
ラ
ブ
の
歴
史
と
現
状
」

第
10
支
部　

中
台
若
松
会

�

水
野
　
丈
夫

会
員
投
稿

激
の
記
念
シ
ョ
ッ
ト
で
す
!!

�

（
赤
塚
百
寿
会　

野
澤
）

輪
投
げ
で
奇
跡
の

輪
投
げ
で
奇
跡
の

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
達
成

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
達
成
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世
代
交
流
を
終
え
て

待
望
の
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
創
設
！

11
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
よ
り
、
板

橋
本
陣
公
園
に
お
い
て
太
陽
の
子
保
育
園

児
１
ク
ラ
ス
22
名
が
集
合
、
整
列
の
後
、

園
長
先
生
の
朝
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

前
日
は
曇
り
で
肌
寒
の
陽
気
で
し
た

が
、
当
日
11
日
は
快
晴
で
園
児
た
ち
も
あ

ま
り
厚
着
も
せ
ず
、
輪
投
げ
に
ヤ
ル
気

満
々
の
気
の
入
れ
よ
う
…
。
役
員
の
お
姉

さ
ん
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
１
点
入

コ
ロ
ナ
禍
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
で
ク

ラ
ブ
活
動
が
制
限
中
、
会
員
よ
り
「
何
も

活
動
が
で
き
な
け
れ
ば
会
費
を
支
払
い
し

な
い
」「
楽
し
み
の
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
な

ら
来
年
退
会
す
る
」
と
の
声
を
耳
に
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
感
染
防
止
策
を
し
、
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
・
検
温
・
マ
ス
ク
着
用
・
３

密
を
回
避
し
、
適
度
な
換
気
等
厳
守
で
で

き
る
ク
ラ
ブ
活
動
を
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
新
規
創
設
を
思

い
、
３
月
20
日
に
用
具
の
購
入
の
た
め
、

る
た
び
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

遠
く
へ
投
げ
る
の
に
は
、
少
し
後
ろ
か

ら
反
動
を
つ
け
て
投
げ
る
と
か
、
近
く
に

は
１
歩
下
が
っ
て
踏
み
出
す
と
か
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
入
れ
て
成
果
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
後
は
、園
長
先
生
か
ら
の「
ご

ほ
う
び
」
に
園
児
た
ち
の
喜
び
の
表
情
と

歓
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
来
年
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

�

（
宮
元
親
和
会　

竹
本
）

公
益
信
託
土
肥
記
念
高
齢
者
福
祉
基
金
助

成
金
を
申
請
い
た
し
ま
し
た
。

５
月
に
助
成
金
交
付
決
定
の
連
絡
を
受

け
、
用
具
の
購
入
依
頼
と
部
員
の
募
集
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
掲
示
板
に
掲
示
し
ま

し
た
と
こ
ろ
「
こ
れ
な
ら
私
に
も
で
き
そ

う
」「
見
学
し
た
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
ま

し
た
。
用
具
の
入
荷
の
日
程
が
決
ま
り
、

部
員
名
簿
を
作
成
し
７
月
25
日
に
15
名
で

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
町
会
会
館
の
集
会
所
で
競
技
方

法
や
得
点
の
記
入
な
ど
の
説
明
後
、練
習
開

始
で
す
。各
自
３
回
戦
を
実
施
し
終
了
後
に

参
加
者
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。「
思
っ

た
よ
り
楽
し
か
っ
た
」「
来
週
も
参
加
す
る
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、ま
た
会
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ま
し
た
。
会
員

拡
大
も
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

10
月
に
は
、
板
老
連
第
８
支
部
、
６
名

の
会
長
が
練
習
会
の
見
学
に
お
見
え
に
な

り
、
来
年
は
自
分
の
ク
ラ
ブ
の
用
具
の
購

入
を
検
討
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

第
８
支
部
で
も
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流

会
の
開
催
を
検
討
し
、
実
施
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
12
月
に
は
第
１
回
ス
カ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
開
催
に
向
け
、
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
掲
示
し
、
多
く
の
参
加
者
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
今
は
会
員
の
減
少
傾
向
の
中
、
会
員

拡
大
に
一
石
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

�

（
坂
下
一
丁
目
長
寿
会　

藤
原
） ワクワク輪投げゲーム

室内でできるニュースポーツ

宮
元
親
和
会

第
１
支
部

坂
下
一
丁
目
長
寿
会

第
８
支
部

「
健
康
長
寿
を
支
え
る
歯
・
口
腔
ケ
ア
」「
高

齢
者
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
」「
魅

力
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
」
な
ど
な
ど
の
講

義
、
講
習
の
ほ
か
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
活
動
、

友
愛
・
見
守
り
活
動
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設

け
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
も
行
い
ま
す
。
最

後
に
は
、卒
業
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
行
い
、

卒
業
式
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
部
で
10
回
の
講
座
の
う
ち
、
今
ま
で

４
回
の
実
施
で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う

状
況
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
少

子
高
齢
化
の
進
む
社
会
の
中
で
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
知
見
を
深
め

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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短
歌
　
　
松
坂
　
弘  

選
・
評

天　

文
明
が
高
度
に
発
達
す
る
と
、
そ

れ
を
ジ
ャ
マ
す
る
よ
う
に
、
次
か
ら
次

へ
と
新
し
い
病
気
が
発
生
し
て
、
我
々

を
苦
し
め
ま
す
。
こ
の
歌
は
、
こ
こ
２

～
３
年
の
世
の
中
の
動
き
を「
コ
ロ
ナ
」

を
中
心
に
し
て
う
た
っ
て
い
ま
す
。
下

の
句
の
表
現
に
、
作
者
の
今
の
心
境
が

素
直
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

地　

世
の
中
は
目
下
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
作
者
は
プ
ラ
ス
の

志
向
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
楽
し
げ

な
作
者
の
表
情
が
見
え
て
く
る
よ
う
な

明
る
い
良
さ
の
あ
る
歌
で
す
。

人　

場
面
の
捉
え
方
が
な
か
な
か
巧
み

で
す
。「
こ
ん
に
ち
は
」の
声
も
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
で
す
。

天色
付
い
た
け
や
き
並
木
は
絵
の
如
し

　

コ
ロ
ナ
も
下
火
で
旅
を
楽
し
む

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
晴
美

地板
老
の
芸
能
大
会
大お
お
と
り鳳
で

　

令
和
お
ど
り
に
手
拍
子
う
れ
し

�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

人す
れ
違
う
園
児
の
列
を
除よ

け
る
吾

　
「
こ
ん
に
ち
は
」の
声
に
背
す
じ
が
伸
び
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
西
谷
　
照
子

碁
敵
き
を
待
つ
間
に
作
る
土
瓶
蒸

　

一
目
負
け
の
夢
に
リ
ベ
ン
ジ

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
藤
越
　
秀
明

澄
み
し
空
退
院
許
可
を
受
け
し
身
よ

　

医
療
従
事
に
感
謝
あ
る
の
み

�

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

眺
望
の
富
士
山
映
え
る
初
日
の
出

　

コ
ロ
ナ
禍
ゆ
え
に
済
す
ベ
ラ
ン
ダ

�

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
曻

老
人
会
の
輪
投
げ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

集
う
仲
間
は
元
気
・
元
気
‼

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

秋
深
し
自
粛
緩
和
の
声
を
聞
き

　

夢
は
温
泉
実
現
を
待
つ

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

峰
白
く
野
沢
菜
漬
け
る
姿
あ
り

　

友
の
便
り
に
懐
か
し
さ
増
す

�

赤
塚
百
寿
会
　
岡
田
千
代
子

デ
パ
ー
ト
の
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー
ナ
ー
何
時
見
て
も

　

花
束
を
買
う
若
き
ら
の
い
る

�

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

天
・
地
・
人
の
相
乗
効
果
顕
あ
ら
わ
れ
て

　

ク
ラ
ブ
の
や
る
気
底
力
積
む

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

追
風
に
背
中
丸
め
し
い
そ
ぎ
足

　

歩
く
姿
に
老
を
感
ず
る

�

和
泉
ク
ラ
ブ
　
笠
間
　
洋
子

朝あ
さ
か
げ光
と
冴
ゆ
る
空
気
と
太
極
拳

　
　

は
げ
む
老
い
た
ち
マ
ス
ク
も
清す
が

し

�

金
沢
千
と
せ
会
　
加
藤
　
蓉
子

秋あ
き
う
ら
ら麗
紅
葉
輝
や
く
実
相
寺

　
　

息
の
む
刹せ
つ
な那
そ
の
床ゆ
か

も
み
じ

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

静
ま
る
か
コ
ロ
ナ
対
策
忘
れ
じ
と

　
　

せ
ま
き
ト
イ
レ
に
安
堵
の
貼
り
紙

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

秋
深
し
板
老
連
の
作
品
展

　
　

感
謝
感
激
無
言
見
学

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

原
発
や
十
年
す
ぎ
し
庭
先
の

　
　

住
び
と
も
な
く
柿
た
わ
わ
な
り

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
井
　
幸
子

城
が
島
夫つ
ま

の
思
ひ
出
波
し
ぶ
き

　
　

青
き
空
に
も
富
士
の
峰
髙
し

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
三
堀
　
龍
江

衰お
と
ろえ
る
命
も
あ
り
て
寂さ
び

し
き
を

　
　

生
き
る
喜
び
曾
孫
生
ま
れ
る

�

朝
日
ク
ラ
ブ
　
橘
　
　
恭
子臘梅（ロウバイ）臘梅（ロウバイ）千両（センリョウ）千両（センリョウ）
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俳
句
　
　
星
　
利
生  

選
・
評

天　
「
メ
モ
帳
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
書
い

て
秋
」
と
筆
者
は
言
う
が
、メ
モ
帳
が
秋

の
季
語
と
秋
の
詩
語
で
溢
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、俳
句
が
自
ず
か
ら
で
き
や
す
く

な
る
。

地　

晩
秋
に
な
っ
て
の
卒
寿
と
は
嬉
し

い
。

人　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
と
の
接
触
が

断
た
れ
る
中
、
コ
ロ
ナ
が
小
康
状
態
に

な
れ
ば
孫
も
来
ら
れ
る
。

天メ
モ
帳
に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
書
い
て
秋

�

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

地晩
秋
や
健
や
か
無
事
に
卒
寿
く
る

�

蓮
根
東
寿
会
　
今
村
　
　
将

人小
春
日
や
コ
ロ
ナ
禍
緩
み
孫
来
た
り

�

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

コ
ロ
ナ
禍
で
逢
え
ぬ
友
と
の
長
電
話

�

大
谷
口
寿
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子

一
人
分
白
菜
漬
け
る
朝
厨

�

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

夢ゆ
め
た
く託
す
凍
て
る
箱は
こ
ね
じ

根
路
二
十
校

�

東
新
東
寿
会
　
高
橋
　
　
明

繰
り
か
へ
す
離
合
集
散
稲
雀

�

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

秋
深
し
古
さ
と
モ
ダ
ン
神
楽
坂

�

高
島
平
寿
会
　
宮
下
け
い
子

コ
ロ
ナ
禍
で
拝
む
ベ
ラ
ン
ダ
初
日
の
出

�
坂
下
三
丁
目
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
曻

コ
ロ
ナ
禍
よ
り
解
放
さ
れ
て
紅
葉
狩
り

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

秩
父
連
山
の
く
っ
き
り
迫
る
小
春
空

�

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

野
も
山
も
打
掛
け
は
お
り
晴
れ
姿

�

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
篠
﨑
　
章
子

ち
ょ
っ
と
添
削

終
電
車
降
り
て
小
走
り
夜
寒
か
な

　

→
終
電
車
降
り
て
小
走
り
す
る
夜
寒

�

東
新
東
寿
会
　
森
田
ハ
ル
ミ

ヨ
チ
ヨ
チ
と
ヨ
タ
ヨ
タ
の
差
の
人
生
は

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
ふ
み
子

不
景
気
も
コ
ロ
ナ
と
共
に
居
座
る
か

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

人
々
を
出
雲
で
守
る
神
無
月

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
フ
ミ
エ

老
の
智
恵
コ
ロ
ナ
な
ん
か
に
負
け
ら
れ
ぬ

坂
下
三
丁
目
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
曻

ク
ラ
ブ
振
る
夢
は
破
れ
の
参
加
賞

朝
日
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
正
己

川
柳

お
詫
び
と
訂
正

板
老
連
1
8
6
号
の
俳
句
に
お
名
前
の
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

（
誤
）江
戸
風
鈴
見
果
て
ぬ
夢
の
き
れ
き
れ
に

�
常
盤
光
寿
会　

高
橋　
　

明

（
正
）江
戸
風
鈴
見
果
て
ぬ
夢
の
き
れ
ぎ
れ
に

�

常
盤
光
寿
会　

畑　

乃
武
子

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
４
年
は
寅
年
で
す
。
36
年
に
一
度
の

「
五
黄
の
寅
」
と
い
う
素
晴
し
く
輝
か
し
い

年
の
よ
う
で
す
。
強
い
運
勢
を
誇
る
と
さ
れ

る
「
五
黄
土
星
」
と
金
運
力
が
強
い
「
寅
」

が
重
な
る
、
金
運
奇
跡
の
年
と
の
こ
と
で

す
。
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
１

年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
な
く
ビ
ク

ビ
ク
し
な
が
ら
の
生
活
で
終
わ
っ
た
感
じ
で

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
無
事
閉
会
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
板
老
連
の
事
業
も
ス
ム
ー
ズ
に

実
行
で
き
、
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
も

お
元
気
で
活
動
を
楽
し
め
た
ら
い
い
で
す
ね
。

原
稿
の
投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
広
報
部　

伊
藤
）

編
集
後
記

編
集
後
記

原
稿

集
募

次
回　

１
８
８
号（
４
月
発
行
）

原
稿
締
切
日　

２
月
20
日（
日
）
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板
老
連
本
部
事
業
報
告

心
揺
さ
ぶ
る
演
奏
に
歓
声

心
揺
さ
ぶ
る
演
奏
に
歓
声

第
58
回
芸
能
大
会

当
日
は
朝
か
ら
の
大
雨
に
見
舞
わ

れ
、
参
加
者
の
出
足
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
に
比
し
て
確
か
に
出
足

の
減
少
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
約

４
５
０
名
も
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お
い

て
練
習
す
る
機
会
も
少
な
い
中
、
勇

気
を
も
っ
て
出
演
さ
れ
た
１
７
２
名

も
の
方
々
、
そ
れ
を
応
援
し
よ
う
と

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
の

暖
か
さ
、
主
催
者
側
と
し
て
望
外
の

喜
び
で
す
。

洗
練
さ
れ
た
寿
大
学
新
舞
踊
科
の

皆
様
の
踊
り
、
各
老
人
会
有
志
の
皆

様
の
優
雅
で
気
合
の
入
っ
た
踊
り
、

演
奏
。素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り「
板

橋
区
の
高
齢
者
は
か
く
も
元
気
な
の

だ
！
」
と
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
92
歳
に
な
ら
れ
た
藤
井
正
男

氏
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
と
ん
だ
舞
台
度
胸

に
は
驚
か
さ
れ
、
心
揺
さ
ぶ
る
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
に
は
観
客
席
側
か
ら
も

知
ら
ず
知
ら
ず
に
口
ず
さ
む
歌
声
が

聞
こ
え
、
演
者
と
観
客
が
一
体
と

な
っ
た
素
晴
ら
し
い
時
間
を
共
有
で

き
ま
し
た
。
あ
と
10
年
は
頑
張
っ
て

く
だ
さ
る
と
の
お
言
葉
、
一
フ
ァ
ン

と
し
て
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
気
合
、
あ

た
た
か
い
気
持
ち
を
糧
に
文
化
部
一

同
精
進
し
板
老
連
の
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
文
化
部　

金
子
）

息の揃った演舞息の揃った演舞

藤井正男氏の藤井正男氏の
ハーモニカ演奏ハーモニカ演奏 練習の成果を発揮練習の成果を発揮
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